
第 217 回国会 衆議院 厚生労働委員会 第 22 号 令和 7 年 5 月 28 日 

議員立法『年金底上げ修正案』の提出者として、福田徹議員の質問に答弁 

 

○福田（徹）委員 ありがとうございます。 

 ｉＤｅＣｏの活用は、これはもちろん私も大切だと思っております。一方で、既に四十代、五十代で資産がそれ

ほど多くない氷河期世代の方が、いわゆるｉＤｅＣｏを使って短い運用期間で十分に資産を増やすこと、これは

可能でしょうか。 

 そもそも、一般的な投資の知識、原則に基づけば、少ない資産を短期間で多く増やすためには、それはリスクの

大きい投資をしなければいけないと言わざるを得ないと思います。もちろん、短期間で大きく増やそうと思った

ら、大きく失う可能性もあるわけですよね。私は、資産形成はもちろん、同時に、長く働くことは必要だと思いま

すし、やはりそれを言っていかなければいけないのじゃないかなと思っております。 

 少子化、つまり現役世代の減少、そして年金の受給期間の延長というのは、年金財政においては間違いなく大

きな負担となります。これまで、マクロ経済スライドなので、いわゆる給付を減らすという施策を取っていらっ

しゃると思いますが、年金制度の持続性を担保してきた、そのためには、そして給付を十分にするためには、やは

り国民年金の加入期間を延ばすこと、年金の支給開始年齢を上げること、これは必要だと思いますし、このこと

について議論をさせていただきたいと思います。 

 私は、これらの施策には一定の合理性があると考えております。もちろん、御存じのとおり、平均寿命というの

はどんどんどんどん延びておりまして、国民皆保険を達成した一九六一年ですか、平均寿命、男性は六十五・三

歳、女性は七十・二歳、これが二〇二〇年には、男性は八十一・六歳、女性は八十七・七歳、この間に、何と男性

は十六・三歳、女性は十七・五歳、平均寿命が延びています。さらに、二〇七〇年には、中位推計でも、男性は八

十五・九歳、女性は九十一・四歳となります。 

 これは、ただ年齢が上がっているだけではありません。現在の新体力テストが導入された平成十年から比較し

て、高齢者の体力、運動能力のスコアは確実に上がっています。つまり、このことは、過去と比較して、今の六十

代は過去の六十代ではない、今の七十代は過去の七十代ではない。間違いなく、働く力は高まっていると思うん

ですね。事実、高齢就業者数というのは、二〇一二年に五百九十六万人だったところ、二〇二二年には九百十二万

人、ここ十数年だけでも大きく増加しております。この前提の上で議論させていただきます。 

 大臣にお尋ねします。昨年、国民年金の加入期間の延長が議論されたと思います。これはどのような課題があ

り、実現されなかったのでしょうか。 

 そして、修正案の提出人にお尋ねします。マクロ経済スライドの早期終了というあんこ、大事だと思っており

ます。これに加えて、納付期間の延長というもう一つのあんこを入れて、いわゆる二色あんパンにすることをい

かがお考えでしょうか。教えてください。 

○福岡国務大臣 基礎年金の保険料拠出期間を六十五歳まで延長することにつきましては、昨年の財政検証にお

いて、前回の検証と比べて所得代替率が改善したことを踏まえ、追加的な保険料負担をお願いしてまで給付水準

を改善する必要性は乏しいと判断し、今回の改正での対応を見送ることとしたものでございます。 

 このような中で、昨年末に取りまとめました年金部会の議論の整理におきましては、健康寿命の延伸や高齢者

の就労進展等を踏まえますと、基礎年金の拠出期間延長は、基礎年金の給付水準の向上を確保するために有効な

方策であり、引き続き議論を行うべきとされたところです。 

 こうしたことを踏まえまして、今回の法案に盛り込みました検討規定に基づいて対応してまいりたいと思いま

す。 

○山井委員 福田委員にお答えをいたします。 

 基礎年金の加入期間の延長については、ちょっと古い話になりますが、前回の年金制度の法改正が行われた二

〇二〇年に、旧立憲民主党、旧国民民主党は、国民年金の加入期間について、任意で六十五歳までの四十五年加入

とすることを可能とするため、必要な法制上の措置を講ずるということを盛り込んだ修正案を提出いたしました。 

 基礎年金四十五年加入となれば、四十年を超えて厚生年金保険に加入した分もきちんと一階の給付に反映され



るようになるというメリットがあります。一方で、自営業者等は、国民年金保険料の納付が五年延びることによ

り、現行よりも負担が増えるといった課題があります。 

 具体的に言いますと、五年間延びると、約百万円保険料負担が増える一方、年十万円、これを二十年間増えます

から、約二百万円年金が増える。百万円負担増になるけれども、二百万円年金が戻ってくるというメリットが一

方ではあり、また、国庫負担は約一兆円増えると承知をしております。 

 福田委員御質問の、年金底上げのあんパンもいいんだけれども、更に加えて、加入期間の延長を四十五年にし

て二色あんパンにしたらどうかという御提案でありますが、私は、本当にこれは大賛成であります。今回、時間が

なくて、この四十五年加入延長はできませんでしたけれども、本当は、福田委員がおっしゃるようにセットでや

るのが一番いいんじゃないかと考えております。 

 以上です。 


